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船底の中心を船首から船尾へ貫く部材を竜骨といいます。イネ科植物では折れ曲がっている所を 

竜骨（―→）と名付けています。植物を観察するとき竜骨にも注目すると同定に役立ちます。 
例えばスズメガヤ属：スズメガヤ、コスズメガヤ、カゼクサ、シナダレスズメガヤなど 

イチゴツナギ属：スズメノカタビラ、ミゾイチゴツナギ、オオスズメノカタビラなど  
スズメノチャヒキ属：スズメノチャヒキ、ヒゲナガスズメノチャヒキ、イヌムギなど 

の包頴、護頴、内頴などに竜骨があります。また、小穂だけでなく折れ曲がったところを竜骨といいます。 
下図はホームページ「日本の野生植物検索表」より引用しました。 

                 

                
     イチゴツナギ属の小穂                クサヨシと小穂 
 

 
          スズメノチャヒキと小穂             葉身の毛 

 
コバンソウと小穂 


